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さを反映していると感じ入った次第です。
　また最近，英語を母語とする先生の文章について話題になった際，他学部のある先生
（その先生も，名文家としての評判が高いそうですが）が，ブダ先生の英文は非常に素
晴らしいとおっしゃっていたという話を耳にしました。その時，私が以前ブダ先生の文
章について抱いた感想は，正しかったことを再認識しました。
　ブダ先生には，入試の出題以外でも，大学院の業務上作成する文章の英語版について，
たびたびチェックして頂きました。そのおかげで，大学として恥ずかしくない英文情報
を学内外に発信することができました。この場を借りて，ご紹介するとともに，改めて
お礼を申し上げたいと思います。
　うえでご紹介したとおり，ブダ先生は日本の古典文学研究をご専門とされています
が，いわゆる ICT（情報通信技術）にも精通されているようにお見受けします。以前，
何気ない会話の中で「自動翻訳」が話題になったことがあります。その時，私は「その
うちそういう技術も出現するだろうな」と思っていたところ，ブダ先生が「そういう技
術は，もうあります」とおっしゃり，余計なことを口にしなくて良かったと内心冷や汗
をかいたことがあります。今後もますます ICTは進歩すると予想されますが，ブダ先
生にとっては，ご研究と趣味の題材が尽きないものと思います。
　早稲田大学の規程では，心身ともにご健康であったとしても，満70歳になった年度末
をもって，大学の教壇に立つことはできなくなっております。この規程に沿って，ブダ
先生は，この３月をもって早稲田大学商学部の教壇を去られますが，研究者としての人
生に定年はありません。ブダ先生のこれまでの早稲田大学とくに商学部に対するご貢献
に深甚なる感謝の意を表するとともに，今後ともご健康に恵まれ，いつまでも研究に携
われることを祈念して，私の送別の辞とさせて頂きます。
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